












































Factors Causing Difficulties in Universities’ Development of Support Systems for 
Students with Autism Spectrum Disorders

























































































































フ 』と『 オン 』の調和による学生支援 」による学
生支援システムの構築についての研究を進めてき




































（Singh and Rose 2009）。社会学の領域において
は，ASDの発現率増加と医療化に関する研究(Eyal 
et al. 2010)やASD家族やスティグマに関する一




















と検討 」に続いて「 支援の動向と課題 」が全体の
19％を占め，「 支援プログラムと実践 」が14％，
「 就労・キャリア 」「 障害特性と課題 」「 アセス































































































































































































































































































































































































































































ながる 」（ 富山大学 2012）。また，竹中均は，「 ＜
普通の＞人にとっては，自閉症を問うことはその
まま社会そのものを問うことにつながっていく 」









































































Gray, D.E., 1993, “Perception of stigma: The parents of 
autistic children,” Sociology of Health & Illness, 5: 102-
120.
Gray, D.E., 1994, “Coping with autism: Stresses and 
strategies,” Sociology of Hearth & Illness， 16: 275-300.
Gray, D.E., 2002, “Ten years on: A longitudinal study 
of families of children with autism,” Journal of Intellec-
tual and Developmental Disability, 27: 215-222. 
Gray, D.E. & Holden,W.J., 1992, “Psycho-social well-be-
ing among the parents of children with autism,” Aus-
tralia and New Zealand Journal of Developmental 
Disabilities, vol.18(Issue2): 83-93．
木村祐子，2006，「 医療化現象としての『 発達障害 』―
―教育現場における解釈課程を中心に 」『 教育社会学
研究 』79: 5-24．
小林雅之，2004，「 報償体系と大学評価 」『 大学評価の展




の現状と課題 」『 四天王寺大学紀要 』49: 447-460．
西村優紀美，2013，「 発達障害のある大学生支援の社会的
動向 」『 季刊ほけかん 』61: 4-12．
斎藤清二，2008，「 オフ 」と「 オン 」の調和による学生支
援　発達障害傾向をもった大学生へのトータル・コミュ




神科 』 17(4): 358-364．
障がいのある学生の修学支援に関する検討会，2012，「 報
告（ 第1次 ま と め ）」（2014年10月13日 取 得，http://
www.mext.go.jp/b_menu/houdou/24/12/__icsFiles/
afieldfile/2012/12/26/1329295_2_1_1.pdf）．
Singh, I & Rose, N., 2009, “Biomarkers in psychiatry: 
Promises and perils in the real world,” Nature, 460 








































告 書 』（2014年10月11日 取 得，http://www.jasso.go.jp/
tokubetsu_shien/documents/2013houkoku.pdf）．
Eyal, Gil et.al., 2010, The Autism Matrix, Polity press. 
藤森宏明・佐藤香，2007，「 大学教員の社会的活動――教
育･研究活動との関係に着目して 」『 都市と大学の連
携・評価に関する政策研究――地方分権・規制緩和の
時代を背景として　平成 17-18 年度科学研究費補助金
基盤研究（Ｃ）研究成果報告書 』，145-164.
大学における自閉症スペクトラム学生への支援体制構築を困難としている要因
− 187 −
アクセシビリティ・コミュニケーション支援室報告書 』
（2014年10月１日 取 得，　http://www3.u-toyama.ac.jp/
support/communication/materials/pdf/houkoku_h23.
pdf）．
山野井敦徳，2000，「 大学教師の役割と評価――市場化に
おけるアカデミック・プロフェッションの視点から 」『 高
等教育研究 』第３集:　107-124．
吉田ゆり・田山淳・西郷達雄・鈴木保巳，2014，「 発達障
害のある大学生支援に関する研究動向 」『 長崎大学教
育学部紀要：教育科学 』78: 89-96.
＜付記＞
本稿は，平成25年度科学研究費補助金 基盤研究（C）「 大
学における自閉症スペクトラム支援体制モデル構築のた
めの臨床社会学的研究 」（ 課題番号25381145），および
平成26年度北陸学院大学・短期大学部共同研究「 特別な
ニーズを有する大学生に対する心理・社会的支援のあり
方に関する研究 」に基づく研究成果の一部である。
北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部研究紀要 第７号（2014年度）
− 188 −
